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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イニシエータからｉＳＣＳＩを介してアクセスされるＩＰストレージポータル装置であ
って、
　ｉＳＣＳＩ中継接続情報を管理する記録検索手段にアクセスし、
　ｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、
　前記イニシエータとｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継接続する
ものであり、
　起動済み、かつ、ｉＳＣＳＩ接続を行っていない論理装置を備えたｉＳＣＳＩ　ｔａｒ
ｇｅｔ装置のｉＳＣＳＩ中継接続情報を、前記の記録検索手段を用いて検索し、その検索
結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを取得する手段と、
　その検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに応じたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装
置に対して、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理を行う手段と、
　該ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理の完了後に、第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子及びｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に通信負荷を分散させるためのｉＳＣＳＩ　
ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報を生成し、該検索結果のｉＳＣＳＩ中継接
続情報レコードに対して、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置接続状況，第１ｉＳＣＳＩコネ
クション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報，ｉＳＣＳ
Ｉ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置とイニシエータとの間の回線網において予め定めら
れた該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置のＮｏｄｅ　ＩＤ，該回線網におい
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て予め定められたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置のｉＳＣＳＩポート番号
を含むｉＳＣＳＩ中継接続情報を登録する手段と、
　該イニシエータから送信されＮｏｄｅ　ＩＤを含んだｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含
まれる検索項を用いて、該記録検索装置に対して検索を行い、該検索項に対応するｉＳＣ
ＳＩ中継接続情報レコードを取得する手段と、
　第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を生成し、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続
情報レコード中の第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子属性に対して該第２ｉＳＣＳＩコネ
クション識別子を登録し、該ｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードから第１ｉＳＣＳＩコネク
ション識別子属性の値を取得する手段と、
　該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに含まれる該論理装置を識別する
ための論理装置ＩＤ，第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装
置のＬＡＮ上のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと、該第２ｉＳＣＳＩコネクション識別
子及びＮｏｄｅ　ＩＤと、に基づいてｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、該イニシエータ
と該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継する手段と、
　を有することを特徴とするＩＰストレージポータル装置。
【請求項２】
　イニシエータがｉＳＣＳＩを介して接続するＩＰストレージシステムであって、
　前記ＩＰストレージシステム内に配置されたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ
装置が、ｉＳＣＳＩ中継接続情報を管理する記録検索装置にアクセスし、
　ｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、
　前記イニシエータと該ＩＰストレージシステム内に配置され論理装置を備えたｉＳＣＳ
Ｉ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継接続するものであり、
　ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　ｎａｍｅを含み論理装置を識別するための論理装置ＩＤと、前記
ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置と前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間の
接続に係る接続情報と、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のＬＡＮ上のｉＳＣＳＩ　ｔａｒ
ｇｅｔ　ＩＤと、を含むｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードが前記の記録検索装置に登録さ
れ、
　該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、起動済み、かつ、ｉＳＣＳＩ接続
を行っていないｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のｉＳＣＳＩ中継接続情報を、該記録検索
装置を用いて検索し、
　その検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを取得し、
　該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、その検索結果のｉＳＣＳＩ中継接
続情報レコードに応じたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置に対して、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉ
ｎ処理を行い、
　該ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理の完了後に、該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａ
ｌ装置は、第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子及び該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒ
ｔａｌ装置に通信負荷を分散させるためのｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置
割り当て情報を生成し、該検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに対して、ｉＳＣ
ＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置接続状況，第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔ
ａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ
装置とイニシエータとの間の回線網において予め定められた該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ
　ｐｏｒｔａｌ装置のＮｏｄｅ　ＩＤ，該回線網において予め定められたｉＳＣＳＩ　ｔ
ａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置のｉＳＣＳＩポート番号を含むｉＳＣＳＩ中継接続情報を
登録し、
　該イニシエータから該記録検索装置に対して、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａ
ｌ装置に係るアドレス解決要求を通知し、
　該記録検索装置は、該アドレス解決要求に対応したｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒ
ｔａｌ装置のＮｏｄｅ　ＩＤ及びｉＳＣＳＩポート番号を、該イニシエータに対し通知し
、
　該イニシエータは、該Ｎｏｄｅ　ＩＤ及びｉＳＣＳＩポート番号に基づいて、ｉＳＣＳ
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Ｉ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に対して、検索項を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要
求を通知し、
　該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、該イニシエータから送信されＮｏ
ｄｅ　ＩＤを含んだｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれる検索項を用いて、該記録検索
装置に対して検索を行い、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを取得し
、
　該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、第２ｉＳＣＳＩコネクション識別
子を生成し、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中の第２ｉＳＣＳＩコ
ネクション識別子属性に対して該第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を登録し、該ｉＳＣ
ＳＩ中継接続情報レコードから第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子属性の値を取得し、
　該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中
継接続情報レコードに含まれる該論理装置を識別するための論理装置ＩＤ，第１ｉＳＣＳ
Ｉコネクション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと、該第２ｉＳＣＳＩコネクシ
ョン識別子及びＮｏｄｅ　ＩＤと、に基づいてｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、該イニ
シエータと該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継すること、
　を特徴とするＩＰストレージシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰストレージポータル装置及びＩＰストレージシステムであって、例えば
、ｉＳＣＳＩストレージシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、実用化されているストレージ装置は、単体もしくは複数のハードディスクドライ
ブの集合体、或いは、専用の制御部によって複数のハードディスクドライブを制御するデ
ィスクアレイ装置から構成されている。また、一般的に、ストレージ装置は、１つ、もし
くは、複数の論理装置（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ；以下、ＬＵと略す）を有する。
【０００３】
　前記のストレージ装置とホストコンピュータを接続するインタフェース技術としては、
ファイバチャネル（Ｆｉｂｒｅ　Ｃｈａｎｎｅｌ；以下、ＦＣと略す），インフィニバン
ド（ＩｎｆｉｎｉＢａｎｄ），ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ
ｓ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）などが知られている。
【０００４】
　特に、前記のＳＣＳＩインタフェースは、近距離接続を安価に実現する用途として優れ
ており、既に、市場に広く普及している。前記のＳＣＳＩインタフェースでは、クライア
ントに相当する機能をイニシエータ（Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ）、サーバに相当する機能をタ
ーゲット（ｔａｒｇｅｔ）、とそれぞれ呼称している。そして、前記のイニシエータとタ
ーゲット間で、ＳＣＳＩコマンド（即ち、ＣＤＢ（Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏ
ｒ　Ｂｌｏｃｋ）を交換して接続を実現している。
【０００５】
　２００３年には、一般的なネットワークプロトコルの一つであるＴＣＰ／ＩＰ（Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）上で、ＳＣＳＩ処理を実現する上位プロトコル規格ｉＳＣＳＩ（ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　ＳＣＳＩ）が、ＩＥＴＦ（Ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　
Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ）　ＲＦＣ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔｓ）３７２
０として標準化されている。
【０００６】
　また、前記のストレージ装置に対してスケールアウト構成によってスケーラビリティを
与える手法としては、各種のストレージ仮想化技術（例えば、アウトオブバンド方式，イ
ンバンド方式）が利用されている（例えば、非特許文献１参照）。
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【０００７】
　特に経済性を重視し、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ストレージ装置の
一つであるｉＳＣＳＩ方式のストレージ装置（以下、ｉＳＣＳＩストレージ装置と称する
）を用いて、大規模なストレージサービスを行う場合には、比較的高価な仮想化技術を使
用せずに、製品仕様を共通（即ち、同機種、同シリーズ）化した上で、ｉＳＣＳＩストレ
ージ装置を逐次追加し、並列配置することによって、システムの大規模化（例えば、収容
端末数の増加、ストレージ容量の増加）を実現するケースも存在する。
【０００８】
　ここで、現在のｉＳＣＳＩストレージ装置の構成（即ち、現行のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇ
ｅｔ装置を含む構成）を図５に基づいて説明する。
【０００９】
　なお、図５中のＬＵ３とイニシエータ１間の接続関係は、メモリ４内にテーブル（即ち
、表形式のデータ）として記録されているものとする。例えば、ＬＵ数の増減、あるいは
、接続関係の変更に応じ、前記のテーブルがＳＣＳＩ　ＢＵＳ１０１を介して更新される
（Ｍ１０１）。また、前記メモリ４に対するアクセスは、例えば、該メモリ４にアクセス
可能なコンソール端末によって行うものとする。
【００１０】
　また、図５中では、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ（ＮＩ（Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ））装置２，ＬＵ３，メモリ４の相互接続は、ＳＣＳＩ（なお、物
理的には、図５中のＳＣＳＩ　ＢＵＳ１０１）によって接続されているが、例えば、ＦＣ
，インフィニバンド，独自の制御手順のＩＰ接続によって接続されていても良い。
【００１１】
　なお、前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ（ＮＩ）装置２は、ＩＰレベルで
一体となっている、１つのｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置である。
【００１２】
　まず、イニシエータ１からｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ（ＮＩ）装置２に
対してｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求（例えば、ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　ｎａｍｅを含む要求
）をＢｒｏａｄｂａｎｄ　ＩＰ　ｎｅｔｗｏｒｋ１００を介して通知する（Ｍ１０２）。
【００１３】
　そして、前記のｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を受けたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏ
ｒｔａｌ（ＮＩ）装置２は、該ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれるｉｎｉｔｉａｔｏ
ｒ　ｎａｍｅを条件の一部と見做し、ＳＣＳＩ　ＢＵＳ１０１を介して、メモリ４内のテ
ーブルを参照（もしくは、検索）する。さらに、前記のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏ
ｒｔａｌ（ＮＩ）装置２は、前記の参照結果に基づいて、ＬＵ３に対して接続する（Ｍ１
０３）。
【００１４】
　なお、イニシエータに対して固定ＩＰアドレスが付与されている場合には、該ｉｎｉｔ
ｉａｔｏｒ　ｎａｍｅに対してＬＵを振り分ける方法を採るのでなく、該固定ＩＰアドレ
ス（即ち、ソースＩＰアドレス）に対してＬＵを振り分ける方法を採っても良い。
【非特許文献１】山本康友、兼田泰典、佐藤雅英，「ストレージシステム技術の最新動向
」，日立評論，株式会社日立製作所，平成１７年３月，Ｖｏｌ．８７，Ｎｏ．３，ｐ．７
１－７４。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　前述のように、経済性を重視し、ｉＳＣＳＩストレージ装置を用いたスケールアウト方
式を大規模に実施するシステムは、不特定多数ユーザ向けサービスにおいて、重要な機能
の一つとして見做される認証機能の実装が、各ベンダ或いは機器ごとに異なることが多い
。そのため、そのシステムをマルチベンダに対応させることが困難になり、さらに、その
マルチベンダ化が妨げられるために、例えば、前記の機器導入後の経済性向上に対する障
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害にもなっていた。
【００１６】
　本発明は、前記課題に基づいてなされたものであり、マルチベンダ化による経済性の継
続的な向上と、不特定多数ユーザに対して提供するサービススペックの均一性保持（例え
ば、認証方式の統一，ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｏｎオプションの統一）と、を両立するための
ＩＰストレージポータル装置及びＩＰストレージシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、前記課題の解決を図るために、請求項１記載の発明は、イニシエータからｉ
ＳＣＳＩを介してアクセスされるＩＰストレージポータル装置であって、ｉＳＣＳＩ中継
接続情報を管理する記録検索手段にアクセスし、ｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、前記
イニシエータとｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継接続するもので
ある。そして、起動済み、かつ、ｉＳＣＳＩ接続を行っていない論理装置を備えたｉＳＣ
ＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のｉＳＣＳＩ中継接続情報を、前記の記録検索手段を用いて検索
し、その検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを取得する手段と、その検索結果の
ｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに応じたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置に対して、ｉＳ
ＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理を行う手段と、該ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理の完了後に、第１
ｉＳＣＳＩコネクション識別子及びｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に通信
負荷を分散させるためのｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報を生
成し、該検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに対して、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅ
ｔ装置接続状況，第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏ
ｒｔａｌ装置割り当て情報，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置とイニシエー
タとの間の回線網において予め定められた該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装
置のＮｏｄｅ　ＩＤ，該回線網において予め定められたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏ
ｒｔａｌ装置のｉＳＣＳＩポート番号を含むｉＳＣＳＩ中継接続情報を登録する手段と、
該イニシエータから送信されＮｏｄｅ　ＩＤを含んだｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含ま
れる検索項を用いて、該記録検索装置に対して検索を行い、該検索項に対応するｉＳＣＳ
Ｉ中継接続情報レコードを取得する手段と、第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を生成し
、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中の第２ｉＳＣＳＩコネクション
識別子属性に対して該第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を登録し、該ｉＳＣＳＩ中継接
続情報レコードから第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子属性の値を取得する手段と、該検
索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに含まれる該論理装置を識別するための
論理装置ＩＤ，第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のＬ
ＡＮ上のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと、該第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子及び
Ｎｏｄｅ　ＩＤと、に基づいてｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、該イニシエータと該ｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継する手段と、を有することを特徴
とする。
【００２０】
　請求項２記載の発明は、イニシエータがｉＳＣＳＩを介して接続するＩＰストレージシ
ステムであって、前記ＩＰストレージシステム内に配置されたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ
　ｐｏｒｔａｌ装置が、ｉＳＣＳＩ中継接続情報を管理する記録検索装置にアクセスし、
ｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、前記イニシエータと該ＩＰストレージシステム内に配
置され論理装置を備えたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継接続す
るものである。そして、ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　ｎａｍｅを含み論理装置を識別するための
論理装置ＩＤと、前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置と前記ｉＳＣＳＩ　
ｔａｒｇｅｔ装置間の接続に係る接続情報と、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のＬＡＮ上
のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと、を含むｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードが前記の
記録検索装置に登録され、該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、起動済み
、かつ、ｉＳＣＳＩ接続を行っていないｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のｉＳＣＳＩ中継
接続情報を、該記録検索装置を用いて検索し、その検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情報レ
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コードを取得し、該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、その検索結果のｉ
ＳＣＳＩ中継接続情報レコードに応じたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置に対して、ｉＳＣ
ＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理を行い、該ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理の完了後に、該ｉＳＣＳＩ
　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子及び該ｉＳＣ
ＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に通信負荷を分散させるためのｉＳＣＳＩ　ｔａ
ｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報を生成し、該検索結果のｉＳＣＳＩ中継接続情
報レコードに対して、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置接続状況，第１ｉＳＣＳＩコネクシ
ョン識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り当て情報，ｉＳＣＳＩ　
ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置とイニシエータとの間の回線網において予め定められた
該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置のＮｏｄｅ　ＩＤ，該回線網において予
め定められたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置のｉＳＣＳＩポート番号を含
むｉＳＣＳＩ中継接続情報を登録し、該イニシエータから該記録検索装置に対して、ｉＳ
ＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に係るアドレス解決要求を通知し、該記録検索
装置は、該アドレス解決要求に対応したｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置の
Ｎｏｄｅ　ＩＤ及びｉＳＣＳＩポート番号を、該イニシエータに対し通知し、該イニシエ
ータは、該Ｎｏｄｅ　ＩＤ及びｉＳＣＳＩポート番号に基づいて、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇ
ｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に対して、検索項を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を通知し、
該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、該イニシエータから送信されＮｏｄ
ｅ　ＩＤを含んだｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれる検索項を用いて、該記録検索装
置に対して検索を行い、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを取得し、
該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子
を生成し、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中の第２ｉＳＣＳＩコネ
クション識別子属性に対して該第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を登録し、該ｉＳＣＳ
Ｉ中継接続情報レコードから第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子属性の値を取得し、該ｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、該検索項に対応するｉＳＣＳＩ中継接続
情報レコードに含まれる該論理装置を識別するための論理装置ＩＤ，第１ｉＳＣＳＩコネ
クション識別子，ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと、該第２ｉＳＣＳＩコネクション識
別子及びＮｏｄｅ　ＩＤと、に基づいてｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決し、該イニシエー
タと該ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間のｉＳＣＳＩ接続を中継すること、を特徴とする
。
【００２１】
　前記の請求項１，２記載の発明によれば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装
置配下に接続されたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置の仕様差分を隠蔽することができ、第
１ｉＳＣＳＩコネクション識別子及び第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を取得できる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上示したように請求項１，２記載の発明によれば、イニシエータは、ｉＳＣＳＩ　ｔ
ａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置配下に接続されたｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置（例えば
、マルチベンダ提供のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置）を、１つのＩＰストレージ装置と
見做してアクセスできる。また、マルチベンダ採用によるスケールアウト構成によって、
リソースの均一性やシステムの経済性を追求できる。さらに、Ｎｏｄｅ　ＩＤやｉＳＣＳ
Ｉ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤが、動的に変更になっても、第１ｉＳＣＳＩコネクション識別子
や第２ｉＳＣＳＩコネクション識別子を用いて、容易に対応可能である。
【００２５】
　これらを以ってＳＡＮ（Ｓｔｏｒａｇｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の分野に貢献で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態におけるＩＰストレージポータル装置及びＩＰストレージシ
ステムを図面等に基づいて詳細に説明する。
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【００２７】
　本実施の形態におけるＩＰストレージポータル装置及びＩＰストレージシステムは、ｉ
ＳＣＳＩ接続に際して、イニシエータ（即ち、端末）とｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置（
例えば、市販品のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置）を、直接ｉＳＣＳＩ接続するのではな
く、該ｉＳＣＳＩ接続を一端終端し、２つのｉＳＣＳＩセッションを中継する機能を有す
るｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置（即ち、ＩＰストレージポータル装置）
をイニシエータとｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間に配置する。前記のｉＳＣＳＩ　ｔａ
ｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置が、記録検索装置（例えば、データベース装置）にアクセス
し、ｉＳＣＳＩ中継接続情報を解決して、イニシエータとｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置
間のｉＳＣＳＩ中継接続を行う。
【００２８】
　なお、ｉＳＣＳＩ中継接続情報の解決は、該ｉＳＣＳＩ中継接続情報に含まれる情報要
素が生成（あるいは、決定）されることである。例えば、ｉＳＣＳＩ中継接続情報の解決
は、前記のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置とｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装
置間の接続を識別する情報（以後、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ（Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）１）と称する）と、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装
置に付与されるＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）上の識別子（以後、ｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤと称する）と、イニシエータとｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ
　ｐｏｒｔａｌ装置間の接続を識別する情報（以後、ｉＳＣＳＩコネクション識別子２（
ＣＩＤ２）と称する）と、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置に付与されるネ
ットワーク（例えば、公衆網）上の識別子（以後、Ｎｏｄｅ　ＩＤと称する）と、を生成
（あるいは、決定）することである。
【００２９】
　本実施の形態を図１乃至４に基づいて以下に説明する。図１中のｉＳＣＳＩストレージ
システム１０は、ＬＵを内蔵したｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置（以後、ＬＵ内蔵ｉＳＣ
ＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置と称する）６，該ＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６に対
して前置されるｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５，記録検索装置７から構
成される。
【００３０】
　なお、前記の記録検索装置７は、中継接続するために、ｉＳＣＳＩセッション（即ち、
ｉＳＣＳＩ中継接続情報）を管理するものである。また、前記ｉＳＣＳＩストレージシス
テム１０内の各装置間（即ち、ＬＡＮ）は、ＩＰ通信で接続されているものとする。例え
ば、前記のＩＰ通信は、ＩＰｖ４（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏ
ｎ　４）対応ネットワークインタフェースを介するＩＰ通信である。
【００３１】
　一方、前記ｉＳＣＳＩストレージシステム１０とイニシエータ１間のネットワーク（即
ち、公衆網）インタフェースは、多数のイニシエータを固定ＩＰアドレスで収容するため
に、ＩＰｖ６（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　６）対応ネット
ワークインタフェースを採用するものとする。
【００３２】
　前記のＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６及びｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏ
ｒｔａｌ装置５のＩＰアドレスは固定されているものとする。また、前記のＬＵ内蔵ｉＳ
ＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６とｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５間のｉＳ
ＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ認証に係る設定は、「ｎｏｎｅ」（即ち、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ認
証を行わない）に設定されているものとする。
【００３３】
　また、前記の記録検索装置７をリレーショナルデータベース装置と見做した場合に、該
記録検索装置７は、例えば、図２中のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードＲ１から構成され
たテーブルを有する。
【００３４】



(8) JP 4734083 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

　まず、前記ｉＳＣＳＩストレージシステム１０は、前記イニシエータ１と接続可能状態
になる前に、前記ＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６を稼動させ、該ＬＵ内蔵ｉＳ
ＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６と前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５間の
ｉＳＣＳＩ接続を完了させておく。
【００３５】
　次に、例えば、前記のｉＳＣＳＩストレージシステム１０に対して、更に、１つのＬＵ
を含むＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置（例えば、ｉＳＣＳＩストレージ装置）６
を増設する。そして、前記の増設されたＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６に係る
接続情報（例えば、図３中の属性Ｔ１乃至Ｔ５に対応する各値）を含むｉＳＣＳＩ中継接
続情報レコードＲ１を、前記の記録検索装置７に登録する（Ｍ２０１）。
【００３６】
　ここで、属性Ｔ１乃至Ｔ５を以下に説明する。
【００３７】
　属性Ｔ１は、例えば、ＬＵ　ＩＤ（即ち、ＬＵを識別するためのＩＤ）属性と称され、
値としてはｉｎｉｔｉａｔｏｒ　ｎａｍｅと同じ値を採る。例えば、ＬＵ　ＩＤを前記ｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５で生成しても良い。
【００３８】
　属性Ｔ２は、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＰｖ４　ａｄｄｒｅｓｓ属性と称
され、値としてはｉＳＣＳＩストレージシステム１０内のＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇ
ｅｔ装置６のネットワークアドレス（即ち、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ）を採る。
【００３９】
　属性Ｔ３は、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｐｏｒｔ　ｎｕｍｂｅｒ属性と称され、値としては
ｉＳＣＳＩストレージシステム１０内のＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６のｉＳ
ＣＳＩポート番号を採る。
【００４０】
　属性Ｔ４は、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ａｃｔｉｖｅ　ｆｌａｇ属性と称さ
れ、ＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６が起動しているか、否かを示すフラグであ
る。
【００４１】
　属性Ｔ５は、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｌａｇ属性と称され、ｉ
ＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５とＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置
６間の接続状況を表すフラグである。
【００４２】
　そして、符号Ｍ２０１で示す登録の後、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置
５は、個別の時間間隔で記録検索装置７に対してポーリングを行う（Ｍ２０２）。なお、
前記のポーリングは、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５は、前記の記録検
索装置７に対して、特定の条件（例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ａｃｔｉｖｅ　ｆ
ｌａｇ属性Ｔ４の値が「ｙｅｓ」であり、かつ、ｉＳＣＳＩ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆ
ｌａｇ属性Ｔ５の値が「ｎｏ」である）でレコード検索を定期的に行うことである。
【００４３】
　次に、前記のレコード検索結果を取得する（Ｍ２０３）。
【００４４】
　次に、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５は、検索されたｉＳＣＳＩ中継
接続情報レコードＲ１中の属性Ｔ１乃至Ｔ３の値で参照されるＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａ
ｒｇｅｔ装置６に対して、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理を行う（Ｍ２０４）。
【００４５】
　次に、前記のｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ処理の完了後に、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐ
ｏｒｔａｌ装置５は、前記の記録検索装置７を介して、前記の検索された図３もしくは図
４中のｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードＲ１中の属性Ｔ５乃至Ｔ８，Ｔ１０の値を変更も
しくは登録する。
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【００４６】
　なお、前記属性の値に対する変更は、例えば、前記の検索されたｉＳＣＳＩ中継接続情
報レコードＲ１中のｉＳＣＳＩ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｌａｇ属性Ｔ５の値を「ｙｅ
ｓ」に変更する。
【００４７】
　また、前記属性の値に対する登録は、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａ
ｌ装置５の公衆網（例えば、図１中の符号１００で示す網）における識別子（即ち、Ｎｏ
ｄｅ　ＩＤ；例えば、ＩＰｖ６ネットワークアドレス）を、前記の検索されたｉＳＣＳＩ
中継接続情報レコードＲ１中のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ　ＩＰｖ６　ａ
ｄｄｒｅｓｓ属性Ｔ６に対して登録する。
【００４８】
　次に、前記の検索されたｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードＲ１中のｉＳＣＳＩ　ｐｏｒ
ｔ　ｎｕｍｂｅｒ属性Ｔ７に対して、例えば、公衆網におけるｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ
　ｐｏｒｔａｌ装置５のｉＳＣＳＩポート番号を登録する。
【００４９】
　次に、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）を生成し、前記の検索されたｉＳ
ＣＳＩ中継接続情報レコードＲ１中のｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）属性
Ｔ８に対して、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）を登録する。なお、ｉＳＣ
ＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）は、一意であることが望ましい。
【００５０】
　次に、前記の検索されたｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードＲ１中の契約ユーザ回線ＩＰ
ｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ属性Ｔ１０に対して、契約ユーザ回線ＩＰｖ６　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘを登録する（Ｍ２０５）。
【００５１】
　なお、契約ユーザ回線ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ対してｉＳＣＳＩ　ｔ
ａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５を決定するため、例えば、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　
ｐｏｒｔａｌ装置５に対する通信負荷が分散されるように、契約ユーザ回線ＩＰｖ６　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ（即ち、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置割り
当て情報）を決定し登録する。
【００５２】
　そして、同一ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置配下のＬＵ群に対して新規ＬＵを増設し登
録する場合には、その増設された各ＬＵに対応する分だけ、ｉＳＣＳＩ中継接続情報レコ
ード中の属性Ｔ５乃至Ｔ８の値を変更もしくは登録する（即ち、増設された各ＬＵに対応
する分だけ、符号Ｍ２０２からＭ２０５を繰り返す）。
【００５３】
　なお、前記のｉＳＣＳＩ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｌａｇ属性Ｔ５に対する設定の代
わりに、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）属性Ｔ８に対する設定の有無によ
って、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置とｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置間
の接続状況を示しても良い。
【００５４】
　符号Ｍ２０１～Ｍ２０５までの処理が完了した後、前記イニシエータ１は、ｉＳＣＳＩ
ストレージシステム１０に対する接続が可能となる。なお、前記イニシエータ１は、予め
、接続対象のＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６に対応するＬＵ　ＩＤを取得し、
該ＬＵ　ＩＤをイニシエータ１自体に設定済みとする。また、前記のＬＵ　ＩＤを取得す
る手段は、例えば、郵便または電子通信を用いる手段でも良い。
【００５５】
　次に、前記イニシエータ１から記録検索装置７に対して、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　
ｐｏｒｔａｌ装置５に係るアドレス解決要求を、Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　ＩＰ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ１００を介して通知する（Ｍ２０６）。なお、前記アドレス解決要求には、該イニシ
エータ１に設定されたＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘの値を含むものとする。
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【００５６】
　次に、前記アドレス解決要求を受けた記録検索装置７は、前記のＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ　ｐｒｅｆｉｘの値に対応するｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５のＩ
Ｐｖ６ネットワークアドレス（即ち、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ　ＩＰｖ
６　ａｄｄｒｅｓｓ属性Ｔ６の値）及びｉＳＣＳＩポート番号（即ち、ｉＳＣＳＩ　ｐｏ
ｒｔ　ｎｕｍｂｅｒ属性Ｔ７の値）を、イニシエータ１に対して通知する（Ｍ２０７）。
【００５７】
　次に、前記イニシエータ１は、前記記録検索装置７から通知された属性Ｔ６乃至Ｔ７値
に応じて参照されるｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５に対してｉＳＣＳＩ
　Ｌｏｇｉｎ要求（ＬＵ　ＩＤを含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求）を通知する（Ｍ２０
８）。
【００５８】
　次に、前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５は、前記イニシエータ１か
ら送信されたｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれるＬＵ　ＩＤ（即ち、ｉｎｉｔｉａｔ
ｏｒ　ｎａｍｅ；検索項（即ち、検索条件に含まれる項））を含む条件で、前記の記録検
索装置７に対して、レコード検索を行う（Ｍ２０９）。
【００５９】
　次に、前記の条件に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中のｉＳＣＳＩコネクシ
ョン識別子２（ＣＩＤ２）属性Ｔ９に対応した値を生成し登録し、該ｉＳＣＳＩ中継接続
情報レコードからｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）属性Ｔ８の値を取得する
（Ｍ２１０）。
【００６０】
　なお、ｉＳＣＳＩコネクション識別子２（ＣＩＤ２）は、ｉＳＣＳＩコネクション識別
子１（ＣＩＤ１）と異なる系列の識別子であり、かつ、一意であることが望ましい。
【００６１】
　また、前記ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５は、前記の条件に対応する
ｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中のｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＰｖ４　ａｄｄｒｅ
ｓｓ（ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ）属性Ｔ２も、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１
（ＣＩＤ１）属性Ｔ８の値と同時に取得し、そのｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤに基づ
いてＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６に対し接続しても良い。
【００６２】
　そして、前記の条件に対応するｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード中のｉＳＣＳＩ　ｔａ
ｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５とイニシエータ１間の接続（ＬＵ　ＩＤ，ｉＳＣＳＩコネ
クション識別子２（ＣＩＤ２），Ｎｏｄｅ　ＩＤに基づく接続）と、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒ
ｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置５とＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６間の接続（ｉＳ
ＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）及びｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤに基づく
接続）によって、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置は、イニシエータ１とＬ
Ｕ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置６間を中継する。即ち、ｉＳＣＳＩコネクションの
上位レイヤ（例えば、ＳＣＳＩコマンド）を透過的に中継する。
【００６３】
　以上示したように、本実施の形態は、一括管理可能なほど小規模なストレージシステム
（例えば、社内システム）、または、経済性の維持を強く要求されない（即ち、特定用途
向け）ストレージシステムに対して、有効に機能できる。
【００６４】
　さらに、不特定多数を対象とし、大規模なリソース（例えば、巨大なストレージ容量）
を扱うサービス（例えば、ＡＳＰ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖ
ｉｄｅｒ）事業）において、前記の大規模なリソースを均一的、かつ、経済的に提供する
場合には、システム構成のマルチベンダ化が必須事項となる。この必須事項に対応するよ
うに、本実施の形態は、ベンダ毎に異なる装置仕様を隠蔽することによって、サービスス
ペックの均一性を確保し、マルチベンダ機器によるスケールアウト構成を採ることが可能
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である。
【００６５】
　また、運用性においては、前記のＮｏｄｅ　ＩＤやｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＤが
、動的に変更（例えば、装置の追加作業毎に変更）されても、ｉＳＣＳＩコネクション識
別子２（ＣＩＤ２）やｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）を用いて、容易に中
継接続できる。
【００６６】
　そして、通信が中断されても、ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）やｉＳＣ
ＳＩコネクション識別子２（ＣＩＤ２）によって、再接続もできる。
【００６７】
　以上、本発明において、記載された具体例に対してのみ詳細に説明したが、本発明の技
術思想の範囲で多彩な変形および修正が可能であることは、当業者にとって明白なことで
あり、このような変形および修正が特許請求の範囲に属することは当然のことである。
【００６８】
　例えば、本実施の形態における変形例としてＤＨＣＰ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｈｏｓｔ　Ｃ
ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サーバ（あるいは、リゾルバ）を含むｉ
ＳＣＳＩストレージシステムも考えられる。
【００６９】
　具体例としては、まず、ｉＳＣＳＩストレージシステム内に設置されたＤＨＣＰサーバ
が、ＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置に対してＩＰｖ４ネットワークアドレスを自
動的に設定する。その後、ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置が、該ＤＨＣＰ
サーバに問い合わせ、前記のＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置のＩＰｖ４ネットワ
ークアドレスを記録検索装置に対して登録する。なお、ＤＨＣＰサーバとしての機能は、
ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置、または、記録検索装置に備えられていて
も良い。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本実施の形態におけるＩＰストレージシステム構成図
【図２】本実施の形態におけるｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードを構成する属性の一例
【図３】本実施の形態におけるｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに対する設定の例１
【図４】本実施の形態におけるｉＳＣＳＩ中継接続情報レコードに対する設定の例２
【図５】一般的なＩＰストレージシステム
【符号の説明】
【００７１】
　１…イニシエータ
　２…ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ（ＮＩ）装置
　３…ＬＵ
　４…メモリ
　５…ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ装置
　６…ＬＵ内蔵ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ装置
　７…記録検索装置
　１０…ｉＳＣＳＩストレージシステム
　１００…Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　ＩＰ　ｎｅｔｗｏｒｋ
　１０１…ＳＣＳＩ　ＢＵＳ
　Ｒ１…ｉＳＣＳＩ中継接続情報レコード
　Ｔ１…ＬＵ　ＩＤ属性
　Ｔ２…ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ＩＰｖ４　ａｄｄｒｅｓｓ属性
　Ｔ３…ｉＳＣＳＩ　ｐｏｒｔ　ｎｕｍｂｅｒ属性
　Ｔ４…ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ａｃｔｉｖｅ　ｆｌａｇ属性
　Ｔ５…ｉＳＣＳＩ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｆｌａｇ属性
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　Ｔ６…ｉＳＣＳＩ　ｔａｒｇｅｔ　ｐｏｒｔａｌ　ＩＰｖ６　ａｄｄｒｅｓｓ属性
　Ｔ７…ｉＳＣＳＩ　ｐｏｒｔ　ｎｕｍｂｅｒ属性
　Ｔ８…ｉＳＣＳＩコネクション識別子１（ＣＩＤ１）属性
　Ｔ９…ｉＳＣＳＩコネクション識別子２（ＣＩＤ２）属性
　Ｔ１０…契約ユーザ回線ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ属性
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